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図 |、2  牢 側への1シ隆、幕美的なガムラインのため、骨欠投がわずかであって も、

オセアスコアグラム ・トラップで染めた切削付片などによるド1家竹移れ' 1を行 う。その

時、 多い ぐらいに移れ' 1してお く。

図 3

汗多布lt。

オ トガイ部か らのブ ロック1 1を

図 4 杉 柄後 8ヵ 月。第二次手術時、ブ

ロックキ予はオf「r的に も、「Rritr的にもほん

の少 し' 吸J 文する。

図 5、6 山 家 411土「とが不 足す る場合は、吸収性HA、 非吸収性HA(イ ンタ
ーポア

2001)などを切削骨片と洸合 したものを唇側に貼付
‐
する。第二次手術H寺にも応用で

きる。

ン ト_上帝卜構造 と調本日が とれることが重要である。

本稿では、長期間にわた り安定 した状態を保つことが

でき、かつ春美性に優れ、調和の とれたインプラン ト上

部構造についての注意点 をあげなが ら、上顎 (特に審美

領域)のフィクスチャ
ーの埋入 とD I _ Aア ナ トミック ・

アバッ トメン トの陥床応用を中心に考察する。

外科術 式か ら

|.審 美性を考慮、長期に安定したインプラン

トの埋 入

フィクスチャ
ーをネ商徹的に有利な音B小胸こ埋入すること

が可能な骨豊や骨高径が、どの程度残/Fiするかにより術

式が異なって くる。

初期固定、傾斜角度、フィクスチャ
ーの長径ならびに

骨高径などに制約がある場合には、白家骨
・他家骨、あ

δσ

るいは人III代用骨による骨移植、 さらにGBR法 の併用

が考えられ る(生物学的観点か ら、 自家骨移植 および

GBR法 が好ましい)。審美領域では、骨欠損がわずかで

あって もトラップで集めた切削骨片などによる白家骨移

植や、GBR法 を行 うことが理想的埋入位置確保のため

に望 ましい(図 1、 2)。

他方、水平的に 3～ 4 mm程度、あるいは垂直的に 7～

8 mmの大 きな骨吸収 を伴 う場合では、GBR法 をとらず

に、ブロック骨 を主体 とした白家骨移植 を行 う(図 3、

4)。 CBR法 には、血液供給の問題があ り、骨吸収が著

しい症夕い合は難 しく、熟練 を要するか らである。

培4貝Jへの膨隆を回復 したいものの、移植のための白家

′肖
'主が不足す る場合には、吸収

″1/LHAなどを切削骨片と

悦合 したものを唇側に貼付することもある。この場合、

フィクスチャーのネジ山表面は本来の顎骨により被覆さ

れ、混合物が直接、触れることを避けなくてはならない

Quintessellce DelltalIMPLANTOLOGY-613
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図 7 図 8

図 7  上 顎洞付近 の フ ィ クスチ ャ
ー は、

上 顎洞に穿孔 してい るのではな く、 日蓋

側 の骨 を利用 してい る。 で きるだけ長 い

フィクスチ ャ
ー を選ぶ。

図 8  フ ィ クスチ ャーの先端 が鼻腔底、

あ るいは上顎洞底部 のやや骨 質の優 れた

骨 に到達 させ るこ とが長期安 定 を図 る う

えで重要 となる。

図 9 図 1 0

図 9  1 0 m m 未満 の フ ィ クスチ ャー は、上

顎 では、 長 期安定率 がイ氏い。 ど うして も

短 いフ ィ クスチ ャー しか埋 入で きない時

は、本数 を増やす こ とも勧め る(

図 10  フ ィ クスチ ャー の フ レンジ トップ

の位 置 はで きるだけ唇側位 に埋 入す るこ

とが審美的に有利である。

( 図5 、6 ) 。

長期安定のためには、まず骨質 を認識 し、可及的に長

径の大 きなフィクスチャー を選択 しさまざまな条件下

(サイナス リフ ト法、上顎結節の利用、ワイ ドダイヤメ
ー

ター ・フィクスチャーなど)での埋入術が要求される。

鼻腔底あるいは、上顎洞底部にやや骨質の優れた骨が

存在することがあ り、フィクスチャーの先端 をそこに到

達 させ ることが長期安定 を図るうえで重要 となる。

筆 者は上 顎に1,489本 のブ ローネマル ク ・フィクス

チャーを埋入 したが、そのうち二次手術時にディスイン

テグレー ションを示 したものは 9本 であ り、フィクス

チャーの安定機能率は、99.4%と 上顎 としては極めて高

いと言える。

2.フ ィクスチ ャーの本 数 と配置 と埋 入方 向 (図 7)

1)本 数

インプラン ト補綴後のフィクスチャー ・ロスの主な原

因は不安定な唆合、補綴物のデザイン不良などによる過

重負担であろう。フィクスチャー ・ロスまでしなくても、

ゴール ド・スクリューや、アバ ッ トメン ト・スクリュー

の緩み、破折、さらには支持骨の吸収 として現れる。上

顎においては、フィクスチャーの本数は、可能な限 り多

いことが望 ましい。フィクスチャー と天然歯根 とでは支

持様相が異なるため、一概には言えないが、表面積の視

点か らは前歯 ・/1 自ヽ歯音Bでは、 1歯 1本 、 大 白歯音岡よ1

歯1.5本のフィクスチャー (スタンダー ド)に相当す ると

考えるのが安全であろう(図 8、9)。

2)配 置

審美的修復のためには、フレンジ トップの位置 と方向

が重要になって くる。スクリュー ・リテイン型のアバ ッ

トメン トを選択する場合には、唇頬側へのアクセス ・ホー

ルの露出を防止する観点から必然的に舌側位、舌側方向

へのフィクスチャーの埋入が行われる。後に詳 しく述べ

るが、 天 然歯のC.E.J.断面 と、 フ レンジ トップのダイヤ

メーター とを比較すると後者の方がかなリガヽ さい。その

ため、審美的に修復 しようとする時に、オーバー ・カン

トゥアーや リッジラップで対応を余儀 な くされる。その

ため前歯 ・J 自ヽ歯部にフィクスチャーを埋入する際には、

少し唇側位に、 しか もアクセスホールを唇側に露出させ

ないように舌側に少 し傾斜 させ ることが望 ましV 。ヽ こ こ

でもやは り前述 したような外科的処置が要求される。

614-Vo1 4,No 5,1997 び7
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図  サ ー ジカル ・ステン トは唇側の

シェルのみで千側は開けてお くことが多

↓ヽ【、

び 淵

図 1 2  方 向特ホ株に よ り、旅 iよ後、必
'災に応 じて修 J lモす る。ブ レパ レ

ー ション ・タイブのアバ ッ トメン トを,量択す る場合、ア ク

セ ス ・ホー ルが斥側に出 るこ とを修 1 1モで きるため、 方向 よ りもフレンブ ト ンフ
い
ク)位f iに注意す る。

図 3  切 j r l線は 十1株側が 多い。

図 1 4  あ ' ,かじめ、 イ ンフ
巾
レ ンシ ヨン ・コー ヒングにパ ター ン ・レブンをないてお く。

図 5  サ ー ジカル ・ステ ン トとインフ
bレ
ンシ ヨン ・ヨー ビングをパ ター ン ・レジンでつ なげ る。 光i重合崎!レジンを利用す るこ と

もiドi潔 ドで作米 しやすい。

図 6、 7  イ 「■棋 ' i !に戻 してブ ロビジ ョナ ルを作製 し、第 1次子術‖寺のよ i城にl Hえる。

3 )埋 入方向

方向 をフ ィクスチャ
ー ご とに少 し変化 させ るとれ椅綬物

を二i囲1の原Pにで支持 され るこ とになる。′j すヽf l 1 1はこれ を

“
31"(INTENTIONALLY,INCLINED,INSTALLA―

TION)と 名1 1ヽ‐け てお り、 長 期 に安 定 した インブ ラン ト

F l l l 級につ なが る と考 える。

スクリュー リテ インタイブ ・アバ ットメン トのア クセ

スホー ルの本頼側歯 1向i、あ るいは機能岐頭への蕗出 を考

えた場合、3 1の原難 もブル パ レ
ー シ ョンタイフ

°
のアバ ッ

トメン トの審夫領域の応用に為刑 に作用す る。つ ま り、

フレンジ トッブ
)の
位置 と高 さに注,ましてフ ィクスチ ャ

ー

を川!人すれば (図 0 )、3 0り本判支の 方向修 Jにはで きるので

(力学 的 には 1村題 が残 るが)、審美修復 の許容 範囲が広

カギる。

68
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図1 8 ～2 0  最終補綴物のフレームだけでも、米占膜の印象をイ
f r うことができる。そうすることにより、治施後の粘膜を模型上で再

現できる。

3.サ ー ジ カル ステ ン ト

骨移植技術の向上や、GBR法 の進歩により、香美的

最終補級物 をゴールとした理想的な位置へのインプラン

ト体の埋入が可能 となった。唆合機能、審美性 を念頭に

置いて作製 した診断用定型に基づいて、サージカル ・ス

テン トを作製 し、理想的埋入位置、方向、高さなどをガ

イ ドさせ る。これは、審美的上部構造 を装着するうえで

非常に重要である。数 多くのヒン ト・考察がそこに含ま

れてお り、術前の骨量の測定 (移植術の準備)などに使用

できる(図11)。生物学的幅径 を考慮 し、ガムラインの統

一や、歯間字し頭の再構築 を目ざす補級には、特に重要な

1青報が含 まれていると考える。

4.埋 入 直後 の 印象

上顎では 6～ 8ヵ 月後の第二次手術 と同時に最終補綾

物 と類似 したプロビジュナルを装着 し、歯肉形態を治癒

時か ら理想的形態、審美的に優れた周囲組織にしようと

する印象法である。

サージカル ・ステントにインプラント・インプレッショ

ン ・コー ピングをパターン ・レジンにて固定 し、印象採

得する。パターン ・レジンと液以外は滅菌できるので、

十分な注意を払 うならば清潔下で、埋入手術 を終えるこ

とができる(図12～17)。

コー ピングが固定されたステン トにインプラン トレプ

リカを通結 し石青模型に戻すことにより、埋入状態が把

握できる模型 とな り、プロビジョナルを製作することが

できる。

6 1 6 - V 0 1 4 , N o  5 , 1 9 9 7

5.粘 膜 の 印象 (本 印象 後 )

移植や造成 した歯肉粘膜は、後に 5～ 50%ボ リューム

が減少 し、そのほ とんどが90～ 120日 ほ どで起 こること

が知 られている。第二次手術後、少な くとも 3～ 4ヵ 月

後でないと歯肉粘膜が安定 しないため、最終補級物 を装

着 しない方がよい。

最終補綴物のメタル ・フレームを利用 したプロビジョ

ナルを装着 しておき、それを用いて歯肉粘膜の再印象を

行い、変化 した歯肉の再確認、調整を簡単に行 うことが

できる(図 18～20)。

審美 を考慮 したインプラン ト上部構造

真のインプラン ト補綴における審美′性とは、

一 HARD TISSUE ESTHETIC

一一一SOFT TISSUE ESTHETIC

― DENTAL ESTHETIC

これ らすべての総合的術式によって成 り立つ。 どれ一

つが欠けたとしても、真の春美性 とは言い難 く、術者の

高度な知識 ・術式が要求 される。 また、術者間 (歯科医

師 と歯科技工士)の相互理解、情報交換が不可欠である

ことは言 うまでもない。

フィクスチャーとそ甫綴
/f//Jを運結するアバ ットメン トは、

大きく分けてスクリュー ・リテイン型 とプレパレーショ

ン型に分類される。ここでは、最近、話題 を集めている

プレパレーション型アバ ットメン トの概略、本U点 ・欠点

を中″じヽにまた、スクリュー ・リテイン型アバ ッ トメン ト

御
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: 図
2 1 図2 2

図2、 2 2  山 家骨が不 足す る時 は、結合

組糾断タオiユも十司H寺にイ
i予い、 客 4則に膨隆 をも

たせ ることがで きる。上顎 H 革 よ り結合

本多fltナiの 採取 をそfう 。

図2 3 図2 4

図2 3  カバー ・スクリューの代 わ りに、

3  m m のヒー リン ク ・ヾアバ ントメン トを用

いる。 白 家骨 と組1織 を杉札生す る。高 さを

打任保す るテン トの役告1り をす る。

図24 唇 4則の為ti】英骨膜介は、 縦 切開 と減

岐切開 をして、緊張が ないように縫合す

る。

インブラント
周囲上皮

歯肉鴻 に

l B当す る部位

図25 イ ンプ ラン ト周辺軟組織の構造。

の比較について述べ る。

|.歯 周 組 織 (イ ン プ ラ ン ト周 辺 軟 組 織 )の 環 境

整 備

外科的処置 (骨的環境整備)については、前述 したとお

り、軟組織に絡む裏付けとしての重要性 を列挙 した。生

物学的軟組織の幅径 を考えた場合、審美性のみならず、

長期的安定のためにも十分考慮 し手術にあた りたい (図

21～24)。

フィクスチャーならびにアバ ットメン トの素材 として

最 も生体親和性に優れたチタンだが、チタン
・アバ ット

メン トとインプラン ト周辺上皮歯肉との関係 を見た時、

天然歯 と同様の上皮付着は起こらない。チタン表面に対

妨

するインプラン ト上皮歯肉は緊密に接合 している状態を

示す。チタン ・アバ ットメン ト周辺の結合組織では、 ヨ

ラーゲン線維束が一定方向にカフ状に配列 してアバ ット

メン トを強国に取 り囲んでいる。

ポーセレン表面 と粘膜 との接合については、チタン表

面のそれに比較 して接合力が55いとされ、容易にポケッ

トが形成されると考えられる。ポケッ トの深さと、歯肉

炎 と骨吸収の直接の相互関係は認め られないが、ポケッ

ト深部に停滞するプラー クは炎症を誘発 し、直接骨吸収

に影響 を与えることになる。ただ し、プラ
ー クの付着 と

いう点からは、ハイポリッシュされたポ
ーセレンの方が

付着 しに くい。

インプラン ト周囲軟組織 と天然歯周囲軟組織は、接合

Quintessence DentalIMPLANTOLOCY-617
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図2 6 図2 7

図2 6  ヒー リング ・アバ ッ トメン トを利

用 して商肉を拡け長させ る。 し― リンク ・ヾ

アバ ントメン トの見取図。

図2 7  フ レンブ トップの形態では解手」学

的に付 ケできない。

図2 8、2 9  プ ラー クコン トロール不良に よる炎症。

状態に強弱があるとはいえ、ほぼ同 じ様本目と考えて間違

いないだろう。

2.プ レパ レー シ ョン型 アバ ッ トメ ン ト

スタングー ド・アバ ンヽトメン トから審美的アバ ッ トメ

ントそして、ゴール ドアロイ使用によるカスタム ・アバ ッ

トメン トを経て、Di Aア イ トミック ・アバ ッ トメン ト

(ステ リオス社)、E Pア バ ットメン ト(3 i社 )、ナチュ

ラル ・プロファイル ・アバ ッ トメン ト(インプラメッ ド

社)、フ リア リッ ト(アスパ ック社)、 ミリング ・シリン

グー (I T I社)など、最近では各社独 自の同 じタイプのア

バ ッ トメン トが発売されている。 また、別の観点か ら、

セラ ミック ・アバ ットメン ト(セラダプ ト、 ノーベルバ

イオケア)な ども発表 されているが、その中で、エマー

ジェンス ・プロファイル部 を利用 した審美性に最初に着

眼 した代表的 なDI Aア ナ トミック ・アバ ッ トメン ト

(ステ リオス社)に焦点を絞 り、考察 ・注意的術式を列挙

してみたい。

図30 ア ナ トミック ・アバ ッ トメン ト・

システムを用いた症例のメインテナンス

時の粘膜の状態。

D a l . A . アナ トミック ・アバ ッ トメン ト

炎症に対するインプラン ト周囲の防御機構が天然歯に

士しべ55いことを考えると、 プ ラー ク ・コン トロールの重

要性 を臨床的に常に認識することが重要である。その う

えでプラー クの侵入を防 ぐ形態、構造、機能 を持つ上部

構造を考えると、チタン ・アバ ッ トメン トで粘膜の封鎖

を行い、 米占膜デ彗通音岡まポーーセレンとすること力運望ましい

と考える(図25)。

|)と 一リング・アバットメント(図26)

オッセオインテグレーテッ ド・インプラン ト・システ

ムの審美性に対する共通の問題点 として、フレンジ トッ

プの形状が必ず円形をしている点があげられる。審美性

の観点か らみると、天然歯の断面は決 して円形を呈 して

いない。夕Jえば、抜歯衛にフィクスチャーを埋入する場

合、 どの位置に埋入 し、 どのように傾斜 させても、 どこ

かに過不足が生 じる(図27)。既存のスタンダー ド・ヒー

リング ・アバ ッヽトメン トでは審美性 を考慮 した理想的な

618-V014,N05,1997 π
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図3  ア バ タトメン ト・スクリュ
ーの 市ヽ

め十」け イく足か、アバ ントメン トl  l i 2 の1更

紺1織には触 したためにアバ ットメン トの

イヽ 山イドを力十'中 '」p‖ク)41を 切|なして'山イド

させ るか、 あ るいはハミ
ースクヽ イ トの高い

もフDを ,室flく'~る。

カン トゥアー をl J 均‐す るこ とがで きなか った。 そこで、

第二次 千術 H寺に切開 した融通の き く支fキ札
l i 膜部 を利用 し、

こイしを治癒期間中に理1!危t的に広げて才デく。それに よって、

歯肉縁上において審美
′
円:に優れた天然内に近い クラウン

・

カン トゥアー を持 ち合 わせ た l i部構造 を接続す るこ とカ
ギ

で きる。

スタンダー ド・ヒー リング ・アバ ットメン トを使川jし

た場合 には従 来、春美性 を重机す るあ ま リリッジラップ

形態や オーバ
ー カン トゥアー形態で対応 して きた。ぺ り

インプ ラン トタイテ ィスの原閃カ
ド、過重 負す旦と歯周病細

菌に よる骨吸収 とい う″,【か ら考えて も多 くの問題があ る

こ とが明 らかだ (図28～ 30)。

2 )ア ナ トミック ・アバ ッ トメン トの選択 と形式

使用 した ヒ
ー リング ・アバ ントメン トの情報 を基に前

肉の厚み を前科技: 1 1■がわし_ [ 1で計測 し、それぞれに適 し

たアバ ッ トメン トを選択す る。 ここで1よ、歯科技: 1 1士へ

″

″

図3 3  1 牧 中切 ■| グ) 断1 l F  I 夕態 をア本

メン トに十ヽ1 ケしたⅢ

図3 4 聖

図3 4 、3 5  アスキ、 ス トの】人態 と、J 司率

後のよヒ1交. メ タルフレ
ーーZ、、 ア クヾ ットメ

ン ト双 方を付し11でコ胡性 で き、 11れとできる

ことの′よ義は大 きい.

の1fヽ刊む走供が不 l f r欠である。例 え|ゴ、 カウンタ
ー シン ク

のイf無、フレンジ トッブ周辺の竹 レベルによってはアノヾ ンヽ

トメン トが付に接触 して装活できない (図3 1 )。また、ヒ
ー

リンク
ト・アバ ットメン ト、 ならびにアバ ントメン トは、

ベー ス^イ ト付 きの もの、 フラッシュ ・ベ
ー スの ものの

11巧プすが用意されているが、例 え|ゴ
ハミー スタヽ イ トイ寸きしつヒー

リング ・アノヾ ントメン トにて治療 された歯 肉に、 フ ラッ

シュ ・ベー スのアバ ットメン トを装着 しようとして も囚

難 をきたす。 そこで第二次手術、 ヒ
ー リング ・アバ ッヽト

メン ト装病H手に採得 した X線 写真 な どの情報提供 を歯科

4支[11 liに行rう 。

次に、歯科技!li■が大然歯の断面形態 をIIJ解した うえ

で削合 してい く(図32、33)。通常、前歯部 で歯肉縁下約

1_O m m、FJ歯ヤトで約0 5 m mにマ
ー ジンを設定す る。つ ま り、

天然歯の断面形態 を、アナ トミ ック
・アバ ントメン トの

マー ジン部 に付
‐
与すれば よいこ とになる。 も ちろん、天

然歯におけ る歯周病 の誘発部位
・形態は避けなければな

図3 2  人 然内根の 作‖6 1 1 rのl l i l l F汗夕悲1 )
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図3 6 図3 7 図3 8

図3 6 ～3 8  スクリコ、一 ・リテイン' i ! アバ ントメン トと、ブル パ レー シ ョン1 1 アバ ッ トメン トの メタルフレームに対す る考 え方 を

変 える必 要があ る(】

図39 ア クセ スホー ルの伊浜|||カギな く、幕

た山勺に も機市ヒ山匂に も、 卜ilTI~するこ とがな

'ぅない。

3)補 絞装置の製作 とその適合

形成 されたアナ トミ ック ・アバ ントメン トの 11にレジ

ン等で コー ビン グを作製 して鉢辻す る。 その後は、通常

の1文I操 作 と変わ らない。 メタル ・コー ビンク
ヾ
とアバ ッ

トメン トを調雑 で き、 し か も、 い ず″ともlNl[11で過 合 を ||

机 で きるこ とは大 きな利点 である (図3 4、3 5 )。

く注意点〉

プ レパー シ ョンイ」アバ ッ トメン ト(カスタムアバ ッ ト

メン トも令む)の場 合、内 ・外冠の竹活性 (ある意味 での

コー ヌスカ)をiな ドJ定源 とし、 そのわずか な| 1増1僚を1jヽ

活 セ メン トにて補充す る。 |れ 換ヽ え ると、外冠 を内冠 に

適合 させ るためには、外冠 をわずかに膨脹 させ なければ

ならない。 その膨脹が大 きす ぎた り、 ロング ・スタヾ ンに

なる場 合、アバ ントメン トⅢ山i n Fに過 !五ナi :を力| |えるこ とに

なる。 フ ィクスチ ャ
ーの ネジ| 1 1の構造 l i、予高 方向の力

は比!校的 r【す|!能ブ」があ るが水卜|えプす1的に 1よ身ぢいて)メ、為的に

岐合′口:外傷をケえてしまう結果 となる恐れがある。

ゴータレド・シリンタ―` を用いたスクリュー ・リテイン

4!アバ ントメントを使用する場合、ゴール ド・シリンダー

l出1の全体の膨脹 を、理没材の コン トロールで
“
0"に し

なければならない。一方、プレパレーション型アバ ッ ト

メン トは
“
1.5%"程 度の膨脹が必要 と筆者は考える。後

者は、その水平軸miへ の過重を外冠の円面で調整する必

要がある(図36～ 38)。

いずれにしても、不規則な変化を示す歯科用埋没材を

コン トロールするには限界があ り、筆者は臨床上、20mm

の スタヾ ンをめ どにそれ以_Lは 錨着を行 っている。 イ ンプ

ラン トを長期安定 させ るためには、術者 (歯科医師 ・歯

本FI十妊I子lr)が 1‐分な知識を持ってあたらなければならない。

4)歯 冠修復的審美

あデぅか じめ歯冠 ・内根の断前F形態に広げられた歯肉村

l英か らの クラウン・カン トウアーはオーバー・カン トウア

ーや リ ッジラップ)F夕態です」応してきた昨害に対する解決

策となる。また、ア クセスホールのケ1出 がな く(図39)、審

620-V()14N()51997 籍
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鮨
図4 0～4 3  ジ グ ・インデ ンクスの利用方

法.本英4 ! l i で作製 しておいたブグ
・イン

テ ンクスを| I J 空内に トランスファ
ー させ

る.歯 1勾縁下にあるフ レンブ トッフ
°
へl i t

確 にアバ ントメン トを トランスファ
ー さ

せ ることは容 易ではないぃ この ブ ク
‐イ

ンテ ″クスは、 ア ンテチ ンス時に も利サ| !

す る と的 i 1 1 におけこで きるので、 大切に術

者か  4 4 t 4 ↑してお く(

ラテラル ・スクリューに よるドH定にお

いては、 そ ク)サt41!よに よ リカ立介チ ェ ツク

をす る.  = 7 - ルド・ス クリコ
ー ( マイナ

ス) を利用す るこ とに よ り、而1 ク、‖: な| れl

11さキオるこ とを才すれ功ノ)寸
~る
。

図44理型,

図4 4  アパ ントメン トと外冠 ( 右村徹物本体 ) との l  l l 合チェ ン

ク、 イく適 令 を'」(す ‖寺1よ、 そ の原因 を し″っか り把 jrfし、 メ

タル フ レー ムの 切断 を行 い、1 好と結 を して作 業 を進 め て

い く. ア バ ッ トメン トとメタルフレ
ー ム との問に軟組織

が介 Ft:した 1)、 隣 接 41‐・歯本良との接角虫に よ り不 f問合 をラjR

す こ とがあ る。

つひとつ装着することは容易ではない。しかも多数アバ ン

トメン トの場合、同じような形態のアバ ッ トメン トが並

ぶことが多い。歯科技工士は、簡単に模型上で作製でき

るので、その使用を義務づけたい。

そして、 X線 平行法撮影による適合の確認を行 うが、

ジグ ・インデックスを用いてアバ ッ トメン トが適合 して

いない場合は、何 らかの原因で模型が変形 しているもの

(図44、45)と 判断 し、ジグ ・インデ ックスとメタルフ

レームを切断 し、再度口腔内で連結 し直す。すべてのア

バ ットメン トをフ リーハン ドで各フィクスチャ
ーに装着

するには大変困難で時間がかかる。 また、このジグ
・イ

ンデックスは、メインテナンス時にアバ ッ トメン トの着

脱が必要な場合にも同様に使途するため、術者が大切に

酌 5帥 賠 は h

美障害を防止できるばか りでなく、それに伴 う死腔の出

現をな くすことができ、唆合機能回復に何の制限もなく

対処できる。

アナ トミック ・アバ ッ トメン トの最大径は7.Ommであ

ることか ら、埋入位置の融通がある程度できる。埋入傾

斜に備えて、一応、角度付 きアナ トミック
・アバ ッ トメ

ン トが用意されているが、30°程度ならノ
ーマルなアナ

トミック ・アバ ットメン トで対処できる。

5)オ リエンテーリング・ジグ・インデックスと適合チエック

模型上で作製したジグ ・インデックスを使用 してアバッ

トメン トを口腔内に トランスファ
ーする(図4 0～4 3 )。歯

肉縁下深部にあるフィクスチャ
ーヘアバ ッ トメン トを一

% Quintettence DentalINIPLANTOLOGY-621



図46 L l、 L2は 、DIAア トミック

ド・アバ ットメン トで修復 した2古才」。

図47 歳 終補級物の唆合酌F観。L3、 !

ン雪!アバ ントメン トを選択 した。

図48 零 側mF観。

図49 多 くのアバ ットメン トにラテラル

適合チェックが可能 となる。

保管 しておかなければな らない。

〈注意点 (適合チェック)〉

スクリュー ・リテイン型アバ ットメントの場合、アバ ッ

トメン トとゴール ド・シリンタ
S―
との接触画の 日祝、ゴー

ル ド・スクリューの締結時の初期抵抗から、動 きが止ま

るところまでの角度が15°以内という手指の感触によっ

てもチェックできる(図46～49)。

一方、プレノヾ レーション型アタヾ ントメン トは、上音卜構造

とのX線 平行i法撮影で迪合をチェックする。 日腔内装活

C日‖|IA[PRACTII[―

・アタヾ ットメン ト。L 3 は マイルスコーンA、 L 4 は エスティコーンA、 L 5 は 、スタンダー

L 4 、 L 5 は 、審美的に影響が少なく、適谷チェックが しやすいため、スクリュー ・リテイ

スクリューを4jt用する方法 もある。技I操 作をLAl難にすることもあるが、より確実な

時に、外冠の内側面適合がある程度の抵抗を持ってスムー

ズに入る感党 と、模型上での装着時の感党があまり変化

のないことをチェックする。また、ラテラル ・スクリュー

を利用 して、それらの装着感でチェックする方法をお勧

め したい。

仮着セメン トが溶解 して しまう場合 も考えられ、仮着

セメン トはあ くまでも補足的で、それを接合斉Jと考えて

はならない。適谷の悪い外冠 を作製 してしまった場合、

フィクスチャーには リテンションや水平方向の力が伝わ

りに くいため、あるフィクスチャーのみで唆合力を負担

図46 図47

E回48 図49
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させ ることによって過重負コ1を起こすことにもなる。

いずれのタイプのアバ /ヽト メン トも上部構造のメタル

フレームの精度が要求される。そして、作業中の至みに

ついては (ポーセレンの焼成H文縮、鎖着製作など
……)細

心の注意を払いたい。

おわ りに

極めて高い子知性 を備えるようになった今 「lの歯科 イ

ンプラン トには、高い審美1生が求められるようになった。

総括 して言えることは、

1.術 前のフィクスチャ
ーの埋入位置の診断

2.硬 ・軟組織の環境整備

3.理 想的なアバ /ヽト メン トの選択

が、審美的上部構造のキーポイン トとなるということ

である。

外科手術、印象取得、フィクスチャ
ー とアバ ンヽトメン

トの適合精度、模型作製時の石肯の膨脹、金属の堤回収

縮、膨脹 (埋没材の操作)、ポ
ーセレンの凝回収縮など各

ステップで誤差の中で、高い精度のインプラン ト治療が

求められる。いつ も先蜂に仕上げるのは不可能か もしれ
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